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論文内容の要旨

専攻領域 看護学領域

専攻分野 看護実践学分野

氏 名山口亜希子

論文題目（外国語の場合は，その和訳を（ ）を付して併記すること。）

Nursing Practices for Creating Communication Opportunities for 

Mechanically Ventilated Patients in Intensive Care Wards : A 

Video-Based Observational Study 

（集中治療領域人工呼吸器装消患者のコミュニケーション機会をつ

くる看護実践の検討：ビデオ録画による記述的観察研究）

論文内容の要旨 (1,000字～ 2,000字でまとめること。）

集中治 療領域で治療を受ける患者は疾患や治療に伴う身体的問題

や 、 侵 襲的な治療を受けることで引き起こされる不安や恐怖などの

心理社会的 問 題 を 抱 え て お り、それらを看護師に伝える機会を必要

としてい る 。 し か し 患 者 は 、気管挿管や気管切開に伴い発声ができ

ないため、それらの問題を看護師に伝えるコミュニケーションの機

会を得ることが難しいという独特の問題に龍面している。

そこで本研究は、集中治療領域人工呼吸器装着患者のコミュニケ

ーション機会を保証するための看護実践について検討するために、

人工呼吸器装着患者—看護師間コミュニケーションの頻度と時間、人

工呼吸器装着患者のコミュニケーション開始の意思を示す行動の種

類と頻度を明らかにする事を目的に研究を実施した。なお本研究に

おけるコミュニケーションの機会とは、人が自分の考えや思いや感

情を、他者に言語的・非言語的に伝える対面による双方向のやり取

りとした。

本研究はビデオ録画による記述的観察研究デザインを用いた。研

究対象者は、 IntensiveCare Unit、 CoronaryCare Unit、 HighCare 

Unitで治療を受けた意識下人工呼吸器装猜患者 7名とその患者の

日勤担当 看 護 師 7名であった。データ収集は、兵庫県にある 2つの

病院の 3つの集中治療病棟で行った。データ収集期間は、 2019年 7月

から 2020年 6月までの間であった。研究対象患者が臥床するベッド

の頭元と足元に GoPro HER06 Black editionR (Go Pro社）を設置し、

患者の人工呼吸器装着期間中の あ る 1日 の午 前 8時 か ら 午 後 4時まで

の間、患者を定点撮影しデータ収集を行なった。撮影前に、患者惜



報 （ 年 齢、診断、治療、人工呼吸器装着日数、気道確保方法、鎮静

剤使用の有無）と看護師情報（年齢、看護師経験年数、ク））テイカ

ルケア看護師経験年数）を得た。また、患者と看護師のやりとりを

観察し研究者が意識レベルを GlasgowComa Scaleで、鎮静レベルを

Richmond Agitation Sedation Scaleで評価した。分析は、得られた

録画データを分類し、分類したデータを解析して患者ー看護師間コミ

ュニケー ションの頻度と時間を算出した。また、患者が開始したコ

ミュニケー シ ョ ン 場 面 に お いて、患者がコミュニケーション開始の

意思を示すために行った患者行動の種類と頻度を分析した。録画記

録の注釈には ELANver.5.9を使用した。

総録画時間は 668.0 分であった。 668.0 分 の う ち 、 看 護 師 が

Conversation Area of the Patient ; CAP ( 患 者 が 臥 床 し て い る ベ ッ

ドの中央から左右に約 150cm、ヘッドボードから上方約 50cmの空

間）に滞在していた時間は 279.6分であった。 279.6分のうち、患

者ー看護師間双方向コミュニケーションが観察された時間は 78.0分

であった。 78.0分のうち、看 護師が開始した双方向コミュニケーシ

ョン時間は 47.2分 (174場 面）、患者が開始した双方向コミュニケ

ーション時間は 24.2分 (36場面）であった。

患者が開始した双方向コミュニケーション場面 36 場面には、コ

ミュニケーションを開始したい意思を示した患者の行動

(Patient-Intentional-Action)が 37行動含まれた (1名の患者が同

時に 2つの Pati en t-I n ten tio nal-Actio nを行ったため、 36場面で 37

の Patient-Inten ti onal-Acti on が観察された）。上肢を用いた

Patient-Intentional-Action は 20 場面で観察され、上肢は

Pa ti en t-In ten tio nal-Action に最も多く用いられる身体部位である

事が分かった。しかし同時に、頭・顔、下肢、体幹を使用した

Patient-In ten tio nal-Action もそれぞれ 10場而、 4場面、 3場面で

観 察 さ れ、患者は全身を使いコミュニケーションを開始したい意思

を示す事が分かった。ジ ェスチャーは最も多く使用された

Patient-In ten tio n al-Action の種類であった (14 場而）。その他の

Patient-Intentional-Action の種類には、唇を動かす (5場面）、顔

を し か める (3場面）、咳をする (2場面）などがあった。

本研究より、患者のコミュニケーションの機会は、看護師が率先

してコミュニケーションを開始した時、あるいは看護師が患者の

Patient-In ten tio nal-Action に 気 付 き 応 答 し た 時 に 生 じ る こ と が 分

かった。このことから、看護師は患者が全身を使って送る合図、

Patient-In ten ti on al-Actionを見逃さないように可能な限り CAP に

留ること、また CAPでは Patient-Inten tional-Actio nが見える位置

に立ち患者の行動に応答することが求められる。そして看護師は、

患者の Patient-Inten tio nal-Action を待つのでなく率先してコミュ

ニケーションを開始しコミュニケーションの機会を作ることが求め

られる。
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要 旨

本研 究は集中治 療領域人工呼吸器装羞患 者 の コ ミ ュ ニ ケ ーション機 会に関する問題に焦

点を当てた研究である 。 人 工 呼吸器装着患者は発声不可能で、かつ、身体的な病状が重篤

な状況にある 。 患者の安全と安楽確保のため、患者とのコミュニケーションは適切な看設

を提供する 上 で必要不可欠であり、コミュニケーション機会の実態を明らかにする 事、 そ

れらを踏まえた より効 果的な看設実践の検討が重要である。木研究では患者。看護 師間コミ

ュニケーションの頻度や時間 、コミ ュ ニケーショソ開始意思を示す患者行動の種類や頻度 、

お よび内容を 明 らかにした。集中治療 領 域 意 識 下 人 工 呼 吸 器 装 着 患 者 7名と 日勤担当看護

師 7名を 対象 に治療療捉中のビデオ撮影を 実 施し、得られた録画データを凪的 ・質的に分

析した 。総録画時間のうちの半分以上、看護師は患者との会話域にはいなかった。一方で、

患者との会話域滞在中には、看設師はコミュニケーション機会を患者に比べ数多く作っ て

いた 。 ま た患者はコミュニケーション意思を示す行動として、上肢を最も多く用い、更に

は頭部・顔面、下肢、体幹を用いた行動を取っていた 。 以上のように、看設師が率先して

コミ ュ ニ ケ ー ションを開始した際、あるいは看護師が患者のコミュニケーション開始意思

を示す行 動に 気付き応答した際に、患者 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 会 を 得 て い る こ と が明ら

か となった 。 加えて、身体的症状に閲連する内容については比較的短時間で内容理解がな

され て い た が 、患者の日常生活に関連する内容については時間がかかっている等の特徴が
示された。

本研究により、集中治療領域人工 呼吸器 装着患者 とのコミュニケーション~会の実際が明
らかとなった 。 こ れらの成果は今後に向けてより良く看護実践の検討に寄 与 するもの であ
る。
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